
障害者向け機器の紹介

サービスに役立つ様々な機器等



読書機器ではないですが・・・



こんな人もいます。



私の職場の
エレベーターから
カウンターまでの
歩導くんです。



やっとカウンターにたどりついても
すっと全体を読むことができない人も。

そんな人には支援が必要です。



表示の工夫で見やすく

ゴシック体が見やすいといわれています。



ピクトグラムの活用

• 「絵文字」とも呼ばれる、情報や
注意を示すために表示される視
覚記号（サイン）。文字による文
章で表現する代わりに、単純で
視覚的な図で表現される。



表示は色にも配慮を

上

一般の見え方

下

色弱の見え方

色分けしたことが

分からなかったり、

わかりにくかったり

します。

色の使用法には配慮が

必要です。



黒地に白文字が見やすい人も



窓口での支援機器

• 色々な支援機器、支援を
行っていても、利用者が
知らなければ使用されま
せん。

• 窓口における表示・案内
が重要です。

例えば・・・



コミュニケーション支援
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コミュニケーション(聴覚障害)

• ホワイトボード

磁気式や電子式

ものがあり、

大きさも様々。

ホワイトボード
サイズにより様々

値段は1000円～8000円!!





読書支援機器

• 以下の機器類を設置するとともに、その使用方法に
習熟し利用者に案内できるようにする。必要により
複数用意し貸し出しを行う。

①活字資料の読書を支援するもの：老眼鏡、拡大読
書器、ルーペ、書見台、リーディングトラッカー（注９
）、音声読書器等

②障害者サービス用資料を利用するためのもの：
DAISY再生機、タブレット端末等

③パソコン利用のためのもの：音声化ソフト、画面拡大
ソフト等



老眼の方に・・・

老眼は40才くらいから出てきます。
最近では夕方老眼、週末老眼という

言葉も出てきています。
老眼鏡はその人にあった

処方のものを使う方がいいです。



拡大して読む（ルーペ）

• 新聞の文字を読むには0.6程度の視力が必要
手持ちルーペ

置き型ルーペ

主に手持ちルーペと
置き型ルーペの

二種類があります。

8000円～ 36000円～ 8000円～

6000円～



ルーペで知っておきたいこと
• 手持ちはピント合わせが割と難しい

• 倍率が大きくなるほどレンズは小さくなる

• 目にレンズを近づけてみると見える文字数は増
える

• ライトがつくものがある

0.1の人が4倍をルーペで見ると
計算上の話ですが

0.1×4 で 0.4の視力なります。
新聞を読む0.6程度の視力の場合

0.1×○＝0.6
ということで6倍のルーペが

必要なります。



こんな感じで見えます

置くタイプはピント合わせがないので利用しやすい



バールーペですと、広い範囲を拡大して読みやすいです。



低倍率だとレンズが大きく広い範囲が見やすくなります



ルーペは姿勢が悪くなりがち



書見台があると姿勢が保たれます



こんなルーペもあります



リーディングトラッカー

• 読書補助具の１つ。タイポスコープやリーディ
ングスリットともいう。これを用いることで、本
のページや文書の特定の行に焦点を当てな
がら読み進めることができる。市販製品もあ
るが、図書館で自作することも容易である。も
ともとは視覚障害（視野狭窄や黄斑変性など
）のある人の読書補助具であったが、現在で
は、ディスレクシアのある人にも有効であるこ
とが分かっている。



拡大して読む（拡大読書器）

据置型と携帯型の
二種類があります。

据置型はディスプレイが回転す
るもの、画面の高さが変わるもの、

携帯型は様々な
大きさがあります。

据置型はだいたい
198000円

40000円～198000円



拡大読書器で知っておきたいこと

• 色が変えられる 白黒、黒白、カラー等

• 拡大ができる 2.2倍から70倍（様々）



拡大読書器で知っておきたいこと

•読書器で読むと酔いやすい。台の操作が難し
く長時間読めない人も多い。

視線と練習が
ポイント!

使いこなすと楽しい読書生活がおくれます!!



拡大読書器で知っておきたいこと

• 携帯型は置いたり、持ったり。



拡大読書器で知っておきたいこと

• 画面のサイズで見られる文字数が異なり読
みやすさも変わる。

• 色は据え置きと同様、変更可能。



音に変換して読む（パソコン利用）

パソコン スキャナ
OCRソフト
音声ソフト

活字をスキャナで読み取り、OCR（光学式文字読取）でテキスト化。
その後音声ソフトで読み上げさせることで、墨字文書を読むことが可能になる。

精度は8割から9
割程度で読み間
違いも多い。

手書きの文字は
読めない。

段組みのものや
表等が多いもの
は読めない。



音に変換して読む（音声・拡大読書器）

• 視覚障害者の用具で、パソコン・スキャナ・ソフト
が一台に入っている機械がある。

電源を入れる 用紙をセットする 読み取りボタンを押す

連続で
読み取り可

機械内部に
データ保存可

ディスプレイと
接続して

拡大表示可

データをUSB等
に転送可

よみともライト
値段は198000円!!



音に変換して読む（SP(音声)コード）

• SPコードは、紙に掲載された情報をデジタルに変える、二次
元シンボル。専用ソフトをインストールするだけで簡単に作成
できる。縦横18mmの大きさに、日本語で約800文字のテキス
トデータが格納可能。

専用ソフト（無料）でデータ
をspコードに変換。読み間
違いは修正可

読み取り機器にspコードを
セットする

読み取りボタンを押して読
み上げ

テルミー
値段は99800円!!

スピーチオププラス
値段は49800円!!



録音された本で読む（デイジー）

• デイジー図書を再生することができます。

右側PTR2（録音も可）
左側PTN2
ボタンが多く、複雑と感じる人も
多いため、よく利用するボタンだ
け触れるようにしたカバーが付
属している。
CDに録音された図書を再生だ
けでなく、音楽CDの再生も可能。

先ほど紹介し
た音声・拡大
読書器はCD
を入れるとこ
ろがあり、デイ
ジー・音楽の
再生が可

PTR2
値段は85000円!!

PTN2
値段は48000円!!



デイジー機器で知っておきたいこと

ボタンは多いけど基本は簡単

音量 上下

再生 停止

図書の取り出し

早送り・巻き戻し

電源オンオフ

図書を取り出した時の再
生時間を覚えているた
め間違って取り出しても
再度入れなおせば途中
から再生される。
再生時間をいくつも覚え
ているため、複数の本を
交換しながら読むことも
できる。



デイジー機器で知っておきたいこと

• ページでの頭出しが可能

• 章ごと(レベル)の移動が可能

• タイマー設定が可能

• 再生中にしおりをつけられる

• 録音できるタイプもある

• 図書のコピーも可能

スマホ程度の大きさの携帯できる機器もあり
ます。SDカードに保存して聞いたり、ネットに
直接つないでダウンロードして本を聞けます。
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メモを取りたい人のために

白いペンに黒い紙
太いペン・携帯用点字器

メモを取りやすいペンボー
ルペン等の活用

点字用紙忘れの方にはカ
レンダーを使うことも。

PROCKEY
裏うつりしないペン
値段は150円＋税!!

ブラックノート
値段は320円!!
ホワイトペン
値段は150円!!

携帯用点字器
値段は1100円!!



足つきルーペだと書くことができます。



実はiPAD1台でだいたいできます



アプリを⼊れればさらに
便利に利⽤することができます。

画⾯拡⼤アプリ
⼿書き⽂字アプリ等が有効

下記がよくまとめられています。
http://www.tokyo-

itcenter.com/700link/sm-
iphon4.html



例えば・・・
コミュニケーション（聴覚障害）

スマホアプリ 音声認識や文字入力で話をする

こえとら 声筆



講習会・研修会支援機器

• 磁気ループ

携帯型磁気ループ
サイズにより様々

値段は30000円や150000円!!

固定で設置するタイプ、カウン
ターに置くタイプ、小型・携帯がと
使い方に応じていろいろなタイプ
があります。











以上です。

ご清聴ありがとう
ございました。


